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直 接 経 費 間 接 経 費 合　 計
平 成 15年 度 1，600 0 1，600
平 成 16年 度 1，600 0 1，600
平 成 17 年 度 500 0 500





































































































損 傷 度 ひ び 割 れ 幅 な どの 損 傷 せ ん 断 柱 曲 げ 柱
0 な し 1．0 1．0
Ⅰ 0．2mm 以 下 0．95 0．95
Ⅲ 0，2～ 1mm 0．6 0．75
Ⅲ 1～ 2mm 0．3 0．5
Ⅳ 2mm を超 え る 0．1 0．1













































































損 傷 度 Ⅰ Ⅱ Ⅲ ⅠⅤ Ⅴ
柱 の 修 復 費 用
（万 円／本 ）
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